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研究要旨 

本研究は、2002 年から主に福岡地域の MSM に対し、当事者主体の HIV 感染予防啓発活動を行っ

ている NGO「Love Act Fukuoka」による、コミュニティベースでの予防啓発の企画と実施、その

評価を行ったものである。 

 2011 年度から 2013 年度にかけて、下記の研究と評価を行った。 

1.コミュニティセンターhaco の運営 

2006 年に、コミュニティベースでの HIV 感染予防啓発普及拠点として、MSM 向け商業施設が集

まる福岡市博多区住吉に開設したコミュニティセンターhaco(以下、haco)の運営を継続して行っ

た。 

2.コミュニティセンターを基点とした予防啓発プログラムの実施 

haco を基点とした予防啓発プログラムを実施した。山梨県立大学の本間隆之氏の協力により

行ったロジックモデル分析を用いて、各プログラムの見直しと改善を行った。2012 年度には、haco

に来場する福岡在住 HIV 陽性者の協力により、新たな啓発資材として「福岡の HIV 陽性者手記集」

を作成し、ゲイコミュニティに配布した。 

3.HIV 陽性者ピアサポートの試行 

 2012 年度から、HIV 陽性者のセルフマネージメント向上を目的とした新たな試みとして、日本

HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラスとの協働により「HIV 陽性者交流会 at 福岡」の開催を

始めた。 

4.ゲイコミュニティとの協働 

ゲイコミュニティ活性化とその中での HIV 予防啓発を目的に MSM 向け商業施設スタンプラリー

イベント「マルハク」を 2011 年 7月 16 日～8月 13 日に開催した。また当事者主体型啓発活動と

して、ゲイバーマスター等のゲイコミュニティにおけるキーパーソンと協働したイベント「RED 

RIBBON GAMES」を 2011 年度と 2013 年度に開催した。 

5.MSM を対象とした HIV 即日検査会の実施 

低調を続ける MSM の受検行動促進および検査機会の創成を目的に「さぎやま泌尿器クリニック」

と協働して MSM を対象とした HIV 即日検査会を実施した。 

6.行政との協働 

福岡県と福岡市と協働し、エイズデーに関連した検査の広報や資材の作成、またセクシュアリ

ティ理解のための研修会の開催などを行った。 



7.MSM における行動科学調査および介入評価 

2011 年度に MSM を対象とした HIV 即日検査会受検者を対象とした質問紙調査を実施した。2012

年度と2013年度に福岡市内の保健所におけるHIV抗体検査受検者を対象とした質問紙調査を実施

した。2011 年度から 2013 年度にかけてコミュニティネットワークを用いた MSM を対象とする性

の健康、HIV/AIDS 感染予防行動に関する質問紙調査を実施した。 

 

A.研究目的 

わが国におけるHIV感染者およびAIDS患者

の累計報告数は年々増加を続けており、中で

も日本国籍男性 MSM の HIV 感染者の増加が著

しく、年間報告の過半数を占めている状況で

ある。男性同性間の性的接触による HIV 感染

者および AIDS 患者は、関東や関西地域のみな

らず、九州地域においても同様に増加が続い

ている。厚生労働省エイズ動向委員会の報告

によれば、2013 年 11 月時点での沖縄県を除

く九州地域のHIV感染者報告数は累計641名、

AIDS 患者報告数は累計 353 名となっており、

地域における感染拡大防止に向けた啓発普及

は急務となっている。 

九州地区のブロック拠点病院である九州医

療センターにおいても累積患者数は 500 名を

越えている。そのほとんどは MSM であり、患

者増加は一向に減少傾向を示さない。（付図

1）また、昨今の保健所検査相談事業の低迷を

反映して、献血や郵送検査での陽性判明が増

加している（付図 2、3）。検査機会の減少は

早期発見早期治療の妨げとなり、陽性者の健

康障害となるだけでなく、感染拡大の要因と

もなる。 

本研究では、九州の中でも特にゲイコミュ

ニティの規模の大きな福岡地域における、NGO

「Love Act Fukuoka」（以下 LAF）による当事

者性を重視した MSM の HIV 感染予防啓発の企

画と実施、そしてその評価を行った。 

 

B.研究方法 

1.コミュニティセンターhaco の運営 

2006 年から、コミュニティベースでの HIV

感染予防啓発普及拠点として、MSM 向け商業

施設が集まる福岡市博多区住吉にコミュニ

ティセンターhaco（以下、haco）が開設され、

LAF が公益財団法人エイズ予防財団より事業

受託し運営を行っている。コミュニティセン

ターへの来場は、MSM が直接予防啓発事業に

触れることなるため、その来場は重要である。 

現在の開館時間は、木曜～日曜の 18 時～22

時。祝日は開館。最終日曜は LAF 定例ミーティ

ングのため休館としている。実施するプログ

ラムや、利用希望があった場合は、上記時間

外の対応も行っている。また、インターネッ

ト利用者も視野に入れた幅広い MSM の誘導を

目的に、haco のウェブサイトの運営も行い、

haco で開催するイベントや勉強会、その他プ

ログラムに関する情報を発信している。 

 

2.コミュニティセンターを基点とした予防啓

発プログラムの実施 

haco を基点とした予防啓発プログラムを

実施した。山梨県立大学の本間隆之氏の協力

により行ったロジックモデル分析を用いて、

2012 年度に各プログラムの見直しと改善を

行った。 

1)コミュニティセンター来場者に対する啓発

プログラム：勉強会の開催 

 性感染症についての正確な情報を提供する

こと、また性感染症および自分の性について

話しやすい場を作ることで、参加者の抱えて

いる疑問や不安を解消し、リスクの高い性行

為の回避に繋げることを目的に、haco で勉強

会を開催している。2010 年は不定期の開催で

あったが、2011 年からは「気になる HIV」と

してほぼ毎月の開催を始め、2013 年度からは

「パコカル」として名称変を変更し継続して



毎月開催した。参加しやすさ、親しみやすさ

を重視し、講師が一方的に話す講演形式では

なく、参加者も交えたワーク形式で企画を行

い、参加への興味を集めるとともに、楽しみ

ながら知識を身に着けられる構成を目指した。 

 

2)啓発資材の作成と配布 

haco を基点とした啓発資材の配布は、ゲイ

コミュニティに対して HIV の問題と啓発活動

を可視化させる有効な手段であり、その有用

性はこれまでの研究結果からも証明されてい

る。 

福岡では 2004 年から、ゲイコミュニティに

おけるセーファーセックスの規範構築を目的

に、性感染症に関する様々な情報や、保健所

等における HIV 抗体検査情報を掲載した「コ

ミュニティペーパーseason」（以下、「season」）

を作成し、オリジナルデザインのコンドーム

とともに福岡市博多区および北九州市小倉北

区の MSM 向け商業施設を中心に配布してきた。 

2011 年度は、MSM 向け商業施設に設置して

いるコンドームディスペンサーの老朽化に伴

い、新たに啓発資材を入れるケースを取り付

けた改良型のディスペンサーを制作し、配布

した。 

2012 年度は、「season」の普及促進を目的

に#30 号より紙面の見直しを行い、文字を大

きくする、文章は簡潔にまとめる、煩雑な情

報は整理して記載するなどの改善をした。ま

た鹿児島のゲイバー1 店舗から資材設置希望

があり「season」の郵送を開始した。新たな

啓発資材として、haco に来場する福岡在住の

HIV 陽性者の協力により「福岡の HIV 陽性者

手記集」を 2,000 部作成し、ゲイコミュニティ

に配布した。福岡は地方都市ゆえにゲイコ

ミュニティのクローゼット性も高く、HIV 陽

性者が自身の感染を誰かに打ち明けることは

東京などの大都市よりもさらに困難な状況が

ある。それゆえ、MSM は HIV に対する身近さ

やリアリティを感じることができず、検査行

動や予防行動につながりにくい。手記集は

HIV のリアリティを伝えるために有効な啓発

資材であると言える。 

2013 年度は、改善した「season」を継続し

て作成し配布した。9月に開催された 3rd RED 

RIBBON GAMES のパンフレット作成に伴い、予

算の都合から 1号休刊し、#32 号～#33 号の計

2号を作成し配布した。#34 号は、平成 26 年

2月の作成・発行を予定している。 

 

3.HIV 陽性者ピアサポートの試行 

 HIV 陽性者においては、感染後のセルフマ

ネージメントが必要であり、そのことは感染

拡大予防や二重感染にも繋がるが、日常生活

における細かな事柄等はプライバシーやセク

シュアリティなどにも関係するため、医療機

関その他では相談しづらい状況がある。その

ため、当時者同士によるピアサポートは HIV

陽性者のセルフマネージメント向上のため極

めて有効である。 

haco開設以降、来場するHIV陽性者から「当

事者同士で集まれる場所が欲しい」との声が

多く寄せられていたが、福岡には HIV 陽性者

ピアサポートの場がなかったため、リソース

を他地域に求めるしかない状況であった。そ

のような中、LAF ボランティアスタッフから

「福岡でピアサポートグループを立ち上げた

い」という申し出があったため、彼をプログ

ラムリーダーとして、特定非営利活動法人日

本 HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラス

（以下、JaNP+）との協働により、福岡おける

HIV 陽性者ピアサポートの試行として、2012

年度より「HIV 陽性者交流会 at 福岡」の開催

を始めた。 

会場はプライバシー保護の観点から非公開

とした。対象はゲイ・バイセクシュアル男性

のみとし、広報は九州医療センターでのフラ

イヤー設置と、HIV 陽性者向け SNS「Ferry」

で行った。また参加申し込みは JaNP+ウェブ

サイトを通じ受け付けた。 



4.ゲイコミュニティとの協働 

2009 年から、福岡のゲイコミュニティ活性

化とその中での HIV 予防啓発を目的に開催し

ている MSM 向け商業施設スタンプラリーイベ

ント「マルハク」を、2011 年 7 月 16 日～8

月 13 日に開催した。 

 また当事者主体型啓発として、ゲイバーマ

スター等のゲイコミュニティにおけるキー

パーソンと協働したイベント「RED RIBBON 

GAMES」（以下、RRG）を、2011 年 10 月 9日と

2013 年 9 月 29 日に開催した。RRG は、2010

年にスポーツサークルを主催する市内 6店舗

のゲイバーマスターとの協働により始まった、

複数種目の競技大会を同日に開催するという

イベントである。2010 年の実績により、2011

年からは福岡県の後援を得て実施した。毎回、

500名～600名ほどのMSM参加者が集まってお

り、参加者に対し予防啓発のメッセージを伝

えてきた。広報にあたっては、大会パンフレッ

ト 5,000 部とポスター200 枚を作成し、主に

九州地域の MSM 向け商業施設約 100 店舗へ配

布および送付した。大会参加者には、LAF が

作成したオリジナルデザインのコンドーム等

の啓発資材を配布した。 

 

5.MSM を対象とした HIV 即日検査会の実施 

低調を続ける MSM の受検行動促進および検

査機会創成を目的に「さぎやま泌尿器クリ

ニック」と協働して MSM を対象とした HIV 即

日検査会を実施した。 

2011 年度は、RRG の開催に合わせ、翌日の

10 月 10 日月曜祝日、10 時～17 時まで受付の

単日の検査会として実施した。検査内容は

HIV迅速検査、梅毒、B型肝炎の3種類とした。

広報は RRG のパンフレットに受検の際に必要

となるチケットを付属して RRG 参加者および

パンフレット取得者を誘導した。 

2012 年度は、6月～11 月までの 6ヶ月間の

検査キャンペーンとして実施した。検査はク

リニックの通常診療時間内で実施することと

し、内容は HIV 迅速検査および確認検査、梅

毒、B 型肝炎の 3 種類とした。広報はフライ

ヤー3,000 部を作成し、市内の MSM 向け商業

施設を中心に配布した。 

2013 年度は、2012 年度と同様に 7月 19 日

～9 月末日までの検査キャンペーンとして実

施した。内容は予算の関係から HIV 迅速検査

および確認検査までとした。 

検査はいずれも無料・匿名とし、予約は

haco のウェブサイトを経由した前日までの

電話予約とした。受検者が検査を十分に理解

した上で受検を選択できるように、ウェブサ

イト内に特設ページを作成し、検査に関する

詳細な情報を掲載した。検査後のケアと予防

介入のため、電話相談を行っているエイズ・

ワーカーズ・福岡のパンフレット、haco のパ

ンフレット、コンドーム 1個の資材セットを

作成し、検査後の受検者に提供した。 

 

6.行政との協働 

福岡では、2002 年から九州医療センターが

主体となり、福岡県、福岡市、LAF が一同に

会し、その年の HIV 関連事業における協働に

ついて検討する「セクシュアルヘルス懇談会」

を開催し、連携体制を構築している。2013 年

まで毎年開催し、検討を行った。 

 

7.MSM における HIV 感染の行動科学調査およ

び介入評価研究 

1)MSM 対象の HIV 抗体検査会の受検者を対象

とした質問紙調査 

 2011年度にMSM対象に実施したHIV抗体検

査会の受検者を対象に質問紙によるアンケー

ト調査を行った。 

 

2)福岡市内の保健所における HIV 抗体検査受

検者を対象とした質問紙調査 

 2012 年度と 2013 年度に、福岡市中央区、

西区、博多区（2012 年 10 月より）保健所の

協力を得て、HIV 抗体検査受検者を対象に質



問紙調査を実施した。 

 

3)コミュニティネットワークを用いた MSM を

対象とする性の健康、HIV/AIDS 感染予防行動

に関する質問紙調査－GCQ アンケート－ 

 2011 年度から 2013 年度にかけて、コミュ

ニティネットワークを用いてインターネット

による性の健康に関する質問紙調査(以下、

GCQ アンケート）として、クラブイベント等

と連携した横断調査、その後の追跡パネル調

査を実施した。本調査は全国で同一の方法を

用いて行われており、配布地域を明らかにす

るため各地域で固有の QR コードを設定した。

質問の内容は基本属性、検査行動、性行動、

性感染症既往歴、HIV に関する対話経験、周

囲の感染者の有無、予防介入プログラムへの

接触状況などとした。 

 

C.研究結果および考察 

1.コミュニティセンターhaco の運営 

haco への来場は MSM が直接予防啓発事業に

触れることなるため、その来場は重要である。

3年間の来場者の推移は付図4の通りであった。 

2011 年度と比較して、2012 年度は来場者が

増加し、総来場者数は前年比 138％、初来場

者数は前年比 131％となった。MSM に人気の高

い作家によるイラスト展の開催など、ほぼ毎

月展示会を開催したことで来場するきっかけ

を多く作りだしたことや、クラブイベント出

演者のダンスレッスン目的での利用が多かっ

たためと考えられる。 

2013 年度（12 月末まで）は 2012 年度と比

較して新規来場者数は前年比 63％と減少傾

向であったものの、サークルでの利用などは

増加して総来場者数では前年比 104％で上

回っており、地域に根ざした拠点としての定

着が見られた。今後は、まだセンターに来場

していない MSM を誘導するための機会創出が

課題である。 

 

2.コミュニティセンターを基点とした予防啓

発プログラムの実施 

1)コミュニティセンター来場者に対する啓発

プログラム：勉強会の開催 

2011 年度から 2013 年度の 3 年間の実績は

付表 1の通りであった。水溶性ローションや

コンドームを実際に手にとって実験するなど、

楽しめる企画を盛り込んだ参加型とすること

で、毎回一定の来場者を得ることができた。

勉強会は直接の啓発機会でもあるため、でき

るだけ多くの参加を得ることが重要となる。

新たな企画の際には参加者も集まったが、以

前にも行った内容の繰り返しでは飽きられる

傾向があった。毎月継続して開催するにあた

り、常に新しい企画を提案し続けることにも

限界があるため、人気のあった企画をブラッ

シュアップし定型化するなど、継続するため

の工夫を考える必要がある。また、参加者が

欲する知識のニーズも様々であるため、参加

しやすさを追求するだけでなく、より専門的

な知識を提供する企画も考える必要がある。 

 

2)啓発資材の作成と配布 

3 年間の啓発資材配布実績は付表 2 の通り

であった。 

 

3.HIV 陽性者ピアサポートの試行 

当プログラムは 2012 年度から開始し、参加

者は全員新規であった。参加した HIV 陽性者

からは、セルフマネージメントが向上したと

の声を多数聞くことができた。HIV 陽性者の

セルフマネージメントの向上が感染拡大の予

防に繋がる可能性が示唆された。今後は広報

を中核拠点病院にも広げ、定期的な開催を目

指したいと考える。福岡地域における HIV 陽

性者の受け皿となるよう、運営を安定させる

ことが課題である。 

 

4.ゲイコミュニティとの協働 

2011 年の RRG 総参加者数は累計 699 名で



あった。2013 年の RRG 参加者数は合計 497 名

となり、多くの MSM に対する啓発機会となっ

た。 

 

5.MSM を対象とした HIV 即日検査会の実施 

2011 年度の結果は受検者 61 名。その内、

HIV 迅速検査の陽性判定は 3 名であった。3

名は 2週間のうちに医療センターを受診し、

全員の陽性が確認された。陽性率は 5％ほど

であった。これは、他の地域で行われている

MSM 特化の検査会とほぼ同等の値であり、日

本における MSM 間での HIV 感染増加が示唆さ

れた。多くの受検者が集まったのは RRG と日

程を合わせたことも大きいが、アクセスし易

い中央区天神という場所にクリニックがあっ

たことや、実施日が祝日であったこと、さら

に受付が長時間であったことも要因として大

きいと考えられる。保健所等における HIV 検

査の受検者を今以上に増やすためには、時間

や場所等の利便性の向上を検討する必要があ

ることが示唆された。 

2012 年度の結果は、受検者 74 名。その内

HIV 迅速検査の陽性判定は 6 名であった。6

名のうち、確認検査後の陽性判定は 3 名で

あった。3 名は拠点病院を紹介し、全員の受

診が確認された。検査キャンペーンにおける

HIV 陽性率は、昨年の RRG で行った検査会と

ほぼ同じ 4％ほどで、MSM における HIV 感染率

の高さが示された。 

2013 年度の結果は、受検者 18 名。HIV 迅速

検査の陽性判定は 1名、確認検査後の陽性判

定は 0名であった。昨年度と比較すると、受

検者数はさほど伸びなかった。キャンペーン

実施期間が 2ヶ月弱と短く、広報が十分に行

き届く前にキャンペーンが終了してしまった

ことが要因として考えられる。 

検査会および検査キャンペーンの実施は、

多くの MSM に対する検査機会を提供するとと

もに、HIV 検査に対するニーズを明らかにし

た。また、日本における MSM の HIV 感染増加

を示唆する結果となった。HIV 検査は全国的

に受検者の減少が続いているが、ニーズに対

応すれば受検者は増える。早期発見早期治療

を目指すためにも、行政における検査環境の

改善は必須である。保健所での検査数が低迷

したまま回復の兆しを見せない今、行政にお

ける検査環境の改善と、検査機会拡大のため

のクリニックにおける対象を限定した検査の

促進が必要である。 

 

6.行政との協働 

セクシュアルヘルス懇談会での検討の結果、

下記の協働を行った。 

1)福岡県 

①福岡県 HIV・エイズ検査相談研修 

2012 年度に、福岡県と九州医療センターと

の協働により、福岡県域の保健所職員および

医療関係者を対象とした HIV/AIDS に関する

研修会を共催した。LAF は午後のグループ

ワークを担当し、セクシュアリティ理解のた

めの講演を行うとともに、検査相談の場にお

ける性の多様性を踏まえた対応を参加者と検

討した。 

②コミュニティセンターウェブサイトでの世

界エイズデー夜間・休日検査情報掲載 

2012 年度に、福岡県からの依頼により haco

のウェブサイトに福岡県の管轄する保健所で

実施される世界エイズデー夜間・休日検査の

情報を掲載し広報を行った。 

③世界エイズデー夜間・休日検査の広報資材

作成 

2013 年度に、福岡県が管轄する保健所で実

施される夜間・休日検査の広報のためのフラ

イヤーを 5,000 部作成し、MSM 向け商業施設

に配布した。またウェブサイトでの広報も

行った。 

 

 

 

 



2)福岡市 

①福岡市エイズ対策研修会 

2012 年度に、福岡市との協働により市内保

健所の検査従事者および職員を対象に、主に

検査相談対応の質の向上を目的とした研修会

を開催した。研修会では、LAF のボランティ

アスタッフであり JaNP＋のスピーカー研修

を受けた HIV 陽性者が、検査を受けなかった

理由や保健所で感染告知を受けた当時の心境

や状況など、当事者のリアルな声を話した。

保健所職員は告知後の受検者について知るこ

とがないため、HIV 陽性者のリアルな姿と生

活を見せることで、業務の重要性を再確認す

る機会を作ることができた。参加者は 18 名で

あった。 

2013 年度も同様に、2014 年 2月 7日に研修

会開催を予定している。 

②特例即日エイズ検査広報資材の作成 

2012 年度に、福岡市中央区と博多区の保健

所で実施される特例即日エイズ検査の広報資

材としてフライヤー6,000 部を作成し、MSM

向け商業施設へ配布した。またフライヤーと

連動して haco のウェブサイトでの広報も

行った。 

2013 年度も同様に、中央区保健所で実施さ

れる特例即日エイズ検査の広報資材としてフ

ライヤー3,000 部を作成し配布した。また

haco のウェブサイトでの広報も行った。 

③オリジナルデザインコンドームの作成 

2012年度と2013年度に、ゲイコミュニティ

への配布を目的としたオリジナルデザインコ

ンドームを約 7,500 個作成し、検査広報フラ

イヤーとともに MSM 向け商業施設へ配布した。 

 

7.MSM における行動科学調査および介入評価 

1)MSM 対象の HIV 抗体検査会受検者を対象と

した質問紙調査 

 2011 年度に実施した RRG の検査受検者 61

名にアンケートを行い、60 名の有効回答を得

た。HIV 検査の受検経験があるものは 43 名

（71.7％）であった。受検経験がある 43 名の

うち、利用した検査機関は、保健所の即日検

査が 41.9％と最も多かった。最後に受けた検

査時期は、過去 1年以上前が 27 名であり、定

期的に受検していないものが 69.8％を占め

ていた。 

 

2)福岡市内の保健所にける HIV 抗体検査受検

者を対象とした質問紙調査 

 2012 年度のアンケート調査協力機関にお

ける受検件数は第 2 四半期（2012 年 4 月-6

月）が 329 件、第 3 四半期（2012 年 7 月-9

月）が 305 件、第 4四半期（2012 年 10 月-12

月）が 436 件で全期間の総受検者数 1,070 件

のうち陽性判明数は 2件（0.19％）であった。

アンケート回収数は第 2四半期が 252 件（回

収率76.6％）、第3四半期が211件(69.2％)、

第 4四半期が 320 件（73.4％）であった。第

2 四半期、第 3 四半期、第 4 四半期それぞれ

の初回受検者割合は 62.7％、54.0％、51.9％、

24 歳以下割合は 18.3％、22.3％、23.4％、MSM

割合は 13.5％、14.2％、14.4％、性風俗利用

者割合は 24.2％、22.3％、25.0％、性風俗従

業者割合は 7.5％、7.6％、5.6％であった。

MSM の特性を把握するため、受検経験に着目

し、初受検者と再受検者の差異を検討した。

初受検者 MSM のなかで、自発的検査割合は

72.7％であったのに対し、再受検者 MSM では

94.7％であり、再受検者 MSM で自発的に検査

を受検した割合が有意に高かった（p=0.02）。 

広報資材認知について、行政の紙資材・ポ

スター広報誌、行政のホームページ、NGO 資

材、HIV マップ、HIV・検査相談マップ、AC

広告のいずれかの資材を認知していた割合に

ついては、初受検者 MSM の 54.5％に対し、再

受検者 MSM で 94.7％であり、再受検者 MSM で

認知が有意に高かった（p<0.01）。資材別では、

特に行政の紙資材や NGO 資材の認知が初受検

者 MSM に比べ再受検者 MSM で有意に高かった

（それぞれ p=0.02、p<0.01）。 



保健所における HIV 検査受検者のなかで

MSM 割合が 15％近くに及んでおり、特に MSM

再受検者は、大多数が自発的に検査を受検し

ていた。資材認知についても、行政の作成し

た資材や NGO の作成した資材の認知割合が

MSM 初受検者に比べ、MSM 再受検者で大きく上

昇しており、初受検後にそれらの資材の触れ、

再び検査受検をした可能性が高いと考えられ

る。ゲイコミュニティに向けた啓発資材の提

供を含む HIV 検査に関する情報提供を今後も

積極的に継続する必要がある。また、HIV 検

査を受検したことがない層に向けた検査促進

についても検討していくべきと考えられる。 

 

3)コミュニティネットワークを用いた MSM を

対象とする性の健康、HIV/AIDS 感染予防行動

に関する質問紙調査－GCQ アンケート－ 

 2011 年度は、RRG 参加者に対して GCQ アン

ケートを実施した。全国から参加者が集まる

イベントであったため、359 件の有効回答を

得たが、分析対象は沖縄を除く九州地域に居

住する MSM213 名と限定した。福岡県内居住者

が 8割であり、29 歳以下が 2/3 近くを占める

回答であった。ゲイバーは 29 歳以下、40 歳

以上の利用頻度が高かった。ゲイナイト、ス

マホ向けアプリ、サークルは 29 歳以下の利用

が多かった。友人・知人に HIV 感染者が「い

る」とした回答は全体で 33.3％、友人・知人

と HIV/AIDS について話したことが「ある」と

した回答は全体で 61.0％であった。後者は年

齢による差異があり、29 歳以下は 71.8％で

30 歳以上の群（53-56％）より高かった。 

HIV 検査の受検経験割合は、生涯受検では

61.0％で、年齢別にみると29歳以下が61.2％、

30-39 歳 62.1％、40 歳以上 58.5％とほぼ同程

度であった。また過去 1年間の受検経験率は

29.6％で、29歳以下31.8％、30-39歳29.9％、

40 歳以上 24.4％と 40 歳以上で低いことが示

された。 

haco への訪問率は全体で 45.5％、「season」

の既読率は 70.4％、LAF が配布しているコン

ドームを持ち帰った割合（過去1年）は58.7％

と半数を超えていた。 

 2012 年度は、クラブイベントと連携して 5

月に実施し、その後 7月、9月、12 月に実施

した。4-5 月の横断調査では 403 件の有効回

答を得た。（ただしこの 403 件には他地域で実

施した調査で、居住地が沖縄県を除く九州地

域であると回答した人を含む。）5月は107件、

7月は 91 件、9月は 89 件、12 月は 78 件の有

効回答を得た。4-5 月に実施したインター

ネットによる横断調査の 403 件の有効回答に

ついて分析を行った。 

基礎属性は29歳以下の者が約60％であり、

若い年齢層が最も多かった。過去 6ヶ月のゲ

イバー利用は29歳以下で73％、30歳代77％、

40 歳代 70％であった。 

検査受検行動については、生涯の HIV 検査

受検経験は 29 歳以下では 45％、30 歳では

65％、40 歳代では 72％であった。検査経験の

ある者のうち過去 1年の受検経験割合は、29

歳以下では 60％、30-39 歳 45％、40 歳代 50％

であった。過去 6か月間のアナルセックス経

験はいずれの年齢層でも 82-83％であり、差

が見られなかった。 

haco 来訪経験は 29 歳以下では 26％、30 歳

代 36％、40 歳以上 42％であり、40 歳以上が

最も高かった。「season」の既読割合は 29 歳

以下では 45％、30 歳代 66％、40 歳以上 58％

と 30 歳代で最も高かった。 

 対象層の年齢層は、29 歳以下が 60％であり、

昨年度の RRG（29 歳以下:40％）、バー調査（29

歳以下:32％）と比較しても若い年齢層の方が

多かった。検査経験のある者のうち過去 1年

の受検経験割合は、29 歳以下では 60％、30-39

歳 45％、40 歳代 50％であった。検査行動に

ついては、40 歳以上の年齢層では、生涯の検

査経験割合、過去 1 年の検査経験ともに RRG

の調査（それぞれ 29％、24％）より上がって

いた。性行動はいずれの年齢層でも 82-83％



であり、昨年の RRG での調査とほとんど差が

見られなかった。今回は対象者の追跡が可能

なパネル調査も実施し、総計 4回調査を実施

した。九州地域は追跡が 1回可能であった対

象者は 107 名であった、2 回以上継続できた

ものは 61-91 名であり、分析の精度を上げる

ためにはより一層対象者の確保が必要となる。

追跡可能性は 50.0％であり、他地域より若干

低く、より一層の第 1回での回答者数確保と

継続協力依頼が重要となる。また介入の目的

や介入の対象層については明確にターゲット

を定め、集中して介入を実施しその前後で調

査を行うことで活動効果評価ができるように

なることが考えられる。 

2013 年度は、2013 年 4月 16 日から 7月 21

日までの約 3ヶ月間で 908 人の回答を得た。

そのうち重複回答を除く、九州地域在住のゲ

イ・バイセクシュアル男性および MSM は 595

人であった（有効回答率 65.5％）。また他地

域の QR コードから回答した九州地域在住の

ゲイ・バイセクシュアル男性および MSM が 54

人おり、合わせて 649 人を分析対象とした。 

生涯におけるゲイ向け商業施設利用割合は

ゲイバーが最も高く 92.9％、次いでスマート

フォンのゲイ向けアプリ 72.6％、ゲイナイト

68.7％、携帯出会い系サイト 68.6％等であっ

た。ゲイバーやゲイナイト、有料のハッテン

場等は年齢層が高いほど利用割合が高く、ス

マートフォンのゲイ向けアプリやゲイ向け

サークル等は 25-29 歳層が他の年代層に比べ

高かった。 

 生涯の HIV 抗体検査受検割合は年齢層に

よって異なり 30-34 歳が最も高く 70.5％、次

いで 25-29 歳 67.9％、35-39 歳 67.3％、40

歳以上 55.4％、24 歳以下 50.4％であった

(p<0.01)。過去１年間の HIV 抗体検査受検割

合も年齢層によって異なり 25-29 歳が最も高

く 41.7％、次いで 24 歳以下 38.8％、35-39

歳 30.8％、30-34 歳 30.1％、40 歳以上 22.8％

であった(p=0.01)。40 歳以上では検査行動が

促進されていないことが示唆された。 

haco の来場経験割合では 40 歳以上が最も

高く 39.1％、次いで 35-39 歳 38.5％、30-34

歳 34.0％、25-29 歳 30.4％、24 歳以下 18.6％

であった(p<0.01)。「season」の既読割合は

35-39 歳が最も高く 67.3％、次いで 30-34 歳

58.3％、25-29 歳 55.4％、40 歳以上 55.4％、

24 歳以下 32.6％であった(p<0.01)。博多の検

査行動促進キャンペーンキャラクターの認知

は 35-39 歳が最も高く 52.9％、次いで 25-29

歳 50.0％、30-34歳 45.5％、40歳以上38.0％、

24 歳以下 35.7％であった(p=0.03)。コミュニ

ティセンターやコミュニティペーパーの接触

状況には蓄積効果がみられ、年齢層が高くな

ると来場割合や既読割合は高くなるが、新規

のキャンペーンキャラクターの認知は 40 歳

以上と 24 歳以下では他の年齢層に比べ低

かったと考えられる。 

コンドーム使用状況については年齢層にお

ける差はみられず、全体で 41.9％と低い割合

にとどまっている。一方で検査行動に関して

はこれまでの啓発介入が届いていた年代層

(25-39 歳)では、再受検も含めて検査行動が

促進された可能性が考えられる。しかし 40

歳以上では介入効果はみられず、検査行動促

進にはいたらなかったと思われる。また 24

歳以下では介入への浸透度が低く若年層向け

に活動を拡大していくことが望まれる。 

 

E.結語 

haco は地域に根差した啓発拠点として機

能しており、MSM の HIV 予防啓発を推進して

いくうえで重要な役割を果たしているが、MSM

における感染拡大は依然持続しており、今後

もさらに訴求力のある企画やイベント、プロ

グラムを随時開発し、新規来場者の誘導と啓

発普及を進めていく必要がある。他地域のコ

ミュニティセンターや JaNP＋などの関連団

体と積極的に連携しながら、日本の HIV 感染

対策におけるネットワークを構築していくこ



とが重要であると考える。 

個別施策層に対する予防啓発は、対象の属

するコミュニティとの協働が必要不可欠であ

る。ゲイコミュニティのキーパーソンと協働

し開催してきた RRG が、今回で一旦の終了と

なった。ゲイバーマスターなどキーパーソン

の世代交代も進んでおり、ゲイコミュニティ

の現状に応じた新たな協働方法を模索しなけ

ればならない。 

新たな問題としては、MSM の薬物使用と HIV

感染の関連性が注目される。HIV 感染者にお

ける薬物使用経験割合は年々増加しており、

ゲイコミュニティに対する薬物蔓延防止の取

り組みは今後の課題である。 

また、低調する保健所での検査数に反し、

郵送検査数が年々増加している現状がある。

郵送検査は未だ十分な整備がされていないた

め、早急に整備を進める必要がある。  

新世代の若年層における新規 HIV 感染や、

中高年層の AIDS 発症増加など、MSM の HIV 啓

発普及における新たな課題が見え始めている。

これまで各地域で実施されてきた MSM への啓

発普及の継続はもちろんの事、新たな課題に

対する取り組みを早急に検討し実施すること

が必要である。 
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付図 1 九州医療センターにおける受診患者数 

 

 

付図 2 新規感染者判明契機 
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付図 3 福岡県保健所受検者数と感染者患者報告数の推移 

 

 

付図 4 2011～2013 年度のコミュニティセンターhaco 月別総来場者数と新規来場者数の推移 
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付表 1 2011 年度～2013 年度の勉強会の実績 

2011 年度 

実施日 タイトル 来場者数 

8 月 5日 ゲイバーマスター向け勉強会 21 名 

8 月 26 日 「we‘st」vol,1 -HIV- 5 名 

10 月 28 日 「we‘st」vol,2 -AIDS- 3 名 

12 月 9日 「we‘st」vol,3 –HIV/AIDS の検査- 5 名 

合計 34 名 

 

2012 年度「気になる HIV」 

実施日 タイトル 来場者数 

6 月 3日 コンドーム試着室 5 名 

7 月 8日 どのくらいの人が HIV に感染している？ 8 名 

8 月 5日 HIV に感染したらどうなるの？ 7 名 

9 月 2日 HIV はどうひろがるの？ 3 名 

10 月 7日 オリジナルブレンドのローションを作ろう！ 3 名 

11 月 14 日 自分にぴったりのローションを見つけよう！ 7 名 

12 月 2日 意外と知らないコンドーム 9 名 

1 月 6日 姫初め！？乙女のたしなみ～シャワ浣の世界～ 7 名 

2 月 10 日 48 は AKB だけじゃない！～48 の体位を完全攻略～ 5 名 

3 月 3日 気持ちのいいセックスって何？気功に学ぶ Love＆Sex 6 名 

合計 60 名 

 

2013 年度「パコカル」 

実施日 タイトル 来場者数 

4 月 7日 ローション＆コンドーム 8 名 

5 月 12 日 教科書には載ってない歴史上の人物と『男』の関係 10 名 

6 月 （構成再検討のため休会） 0 名 

7 月 7日 HIV 検査って何をするの？ 3 名 

8 月 11 日 70 年代の文学に触れ合う官能の夏 4 名 

9 月 1日 HIV の基礎講座 3 名 

10 月 6日 HIV 検査の種類と変遷 4 名 

11 月 3日 HIV の基礎講座  4 名 

12 月 1日 「UNITED IN ANGER -ACT UP の歴史-」上映会 11 名 

1 月 5日 姫はじめにピッタリなシャワ浣＆コンドーム  8 名 

合計 55 名 

 



 

 

付表 2：2011 年年度から 2013 年年度の啓発資材配布実績 

2011 年 2012 年 2013 年 

実施日 参加者数 実施日 参加者数 実施日 参加者数 

6 月 18 日 6 名 6 月 30 日 4 名 5 月 25 日 5 名 

6 月 25 日 3 名 7 月 1日 6 名 5 月 26 日 5 名 

7 月 23 日 8 名 9 月 22 日 4 名 8 月 3日 8 名 

8 月 7日 6 名 9 月 23 日 5 名 8 月 4日 6 名 

9 月 3日 7 名 11 月 17 日 6 名 11 月 23 日 3 名 

9 月 24 日 6 名 11 月 18 日 6 名 11 月 24 日 3 名 

11 月 19 日 7 名 2 月 16 日 5 名 - - 

11 月 20 日 8 名 2 月 17 日 4 名 - - 

合計 51 名 合計 40 名 合計 30 名 

 


